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(57)【要約】
【課題】　交換作業に適するタイミングで、薬液が空に
なった使い捨て薬液ボトルを薬液の詰まったボトルと交
換することができる内視鏡リプロセッサを提供する。
【解決手段】　内視鏡リプロセッサ１は、処理槽６１と
、同じ薬液を充填したｎ個の薬液ボトル１１を処理槽６
１に接続するｎ本の管路２１と、薬液残量を検知する検
知部５１と、切替部３１と、検知部５１の検知結果に基
づいて、ｎ個の薬液ボトル１１のうち薬液が空になった
薬液ボトル１１と処理槽６１が不通状態となり、薬液が
残存している薬液ボトル１１のうち少なくとも１本が処
理槽６１と連通状態となるように切替部を制御する制御
部７１と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を配置する処理槽と、
　同じ薬液を充填したｎ個の薬液ボトルを前記処理槽に接続するｎ本の管路と、
　ｎ個の前記薬液ボトルそれぞれの薬液残量を検知する検知部と、
　ｎ個の前記薬液ボトルのうち、１個以上ｎ－１個以下の薬液ボトルを前記処理槽と連通
状態にして残りの前記薬液ボトルを前記処理槽と不通状態にする切替部と、
　前記検知部、および前記切替部に接続されており、
　前記検知部の検知結果に基づいて、ｎ個の前記薬液ボトルのうち前記薬液が空になった
前記薬液ボトルと前記処理槽が不通状態となり、前記薬液が残存している前記薬液ボトル
のうち少なくとも１個が前記処理槽と連通状態となるように前記切替部を制御する制御部
と、
を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　内視鏡を配置する処理槽と、
　薬液を充填した第１薬液ボトルを前記処理槽に接続する第１管路と、
　前記第１薬液ボトルに充填された前記薬液と同じ薬液を充填した第２薬液ボトルを前記
処理槽に接続する第２管路と、
　前記第１薬液ボトルの薬液残量を検知する第１検知部と、
　前記第２薬液ボトルの薬液残量を検知する第２検知部と、
　前記第１薬液ボトルと前記処理槽とが連通し、前記第２薬液ボトルと前記処理槽とが不
通となっている第１状態、および前記第２管路と前記処理槽とが連通し、前記第１管路と
前記処理槽とが不通となっている第２状態とを切り替える切替部と、
　前記第１検知部、前記第２検知部、および前記切替部に接続されており、前記第１薬液
ボトルの薬液残量が所定量以下であることを前記第１検知部が検知した場合、前記切替部
を制御して前記第２状態にし、前記第２薬液ボトルの薬液残量が所定量以下であることを
前記第２検知部が検知した場合、前記切替部を制御して前記第１状態にする制御部と、
を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記処理槽から導出された送液管路を含み、
　前記切替部は前記送液管路に接続された切替弁であり、
　前記第１管路は一端が前記第１薬液ボトル、他端が前記切替弁に接続され、
　前記第２管路は一端が前記第２薬液ボトル、他端が前記切替弁に接続されている請求項
２に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記第１検知部と、前記第２検知部とは一体であり、前記送液管路に配置された流量セ
ンサであることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　内部および外部に露出するように配置された第１導電部を含む前記第１薬液ボトルと、
　前記第１薬液ボトルの内部および外部に露出するように配置されるか、または前記第１
管路の内部および外部に露出するように配置された第２導電部と、
　前記第１導電部に接触する第１接触式端子と、
　前記第２導電部に接触する第２接触式端子と、を含み、
　前記第１検知部は、前記第１接触式端子および前記第２接触式端子に接続して、前記薬
液を介して前記第１導電部と前記第２導電部とを通電する通電部を含むことを特徴とする
請求項２に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　内部および外部に露出するように配置された第３導電部を含む前記第２薬液ボトルと、
　前記第２薬液ボトルの内部および外部に露出するように配置されるか、または前記第２
管路の内部および外部に露出するように配置された第４導電部と、
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　前記第３導電部に接触する第３接触式端子と、
　前記第４導電部に接触する第４接触式端子と、を含み、
　前記第２検知部は、前記第３接触式端子および前記第４接触式端子に接続して、前記薬
液を介して前記第３導電部と前記第４導電部とを通電する通電部を含むことを特徴とする
請求項２に記載の内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、汚染された内視鏡の洗浄消毒等の処理を行う内視鏡洗浄装置がある。例えば、特
開２０１０－２４６６３３号公報に示すように、内視鏡洗浄装置においては、洗浄液が収
容された洗浄液タンク５２を本体内にセットし、洗浄液タンク５２に収容された洗浄液を
使用して内視鏡の洗浄処理が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４６６３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　内視鏡リプロセッサにおいては、詰替式の薬液タンクから簡便に交換できる使い捨て薬
液ボトルへの移行が望まれている。
【０００５】
　しかしながら、従来の内視鏡リプロセッサにおいては、使い捨て薬液ボトルは、薬液が
無駄にならないように、薬液が空になるまで交換されずに使用される。例えば、内視鏡リ
プロセッサを連続で使用しているとき等、交換作業の難しいときに、使い捨て薬液ボトル
の薬液が空になり、交換作業を要する可能性がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、交換作業に適するタイミングで、薬液が空になった使い捨て薬液ボ
トルを薬液の詰まったボトルと交換することができる内視鏡リプロセッサを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡を配置する処理槽と、同じ薬液を充填
したｎ個の薬液ボトルを前記処理槽に接続するｎ本の管路と、ｎ個の前記薬液ボトルそれ
ぞれの薬液残量を検知する検知部と、ｎ個の前記薬液ボトルのうち、１個以上ｎ－１個以
下の薬液ボトルを前記処理槽と連通状態にして残りの前記薬液ボトルを前記処理槽と不通
状態にする切替部と、前記検知部、および前記切替部に接続されており、前記検知部の検
知結果に基づいて、ｎ個の前記薬液ボトルのうち前記薬液が空になった前記薬液ボトルと
前記処理槽が不通状態となり、前記薬液が残存している前記薬液ボトルのうち少なくとも
１個が前記処理槽と連通状態となるように前記切替部を制御する制御部と、を含む。
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡を配置する処理槽と、薬液を充填した
第１薬液ボトルを前記処理槽に接続する第１管路と、前記第１薬液ボトルに充填された前
記薬液と同じ薬液を充填した第２薬液ボトルを前記処理槽に接続する第２管路と、前記第
１薬液ボトルの薬液残量を検知する第１検知部と、前記第２薬液ボトルの薬液残量を検知
する第２検知部と、前記第１薬液ボトルと前記処理槽とが連通し、前記第２薬液ボトルと
前記処理槽とが不通となっている第１状態、および前記第２管路と前記処理槽とが連通し
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、前記第１管路と前記処理槽とが不通となっている第２状態とを切り替える切替部と、前
記第１検知部、前記第２検知部、および前記切替部に接続されており、前記第１薬液ボト
ルの薬液残量が所定量以下であることを前記第１検知部が検知した場合、前記切替部を制
御して前記第２状態にし、前記第２薬液ボトルの薬液残量が所定量以下であることを前記
第２検知部が検知した場合、前記切替部を制御して前記第１状態にする制御部と、を含む
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、交換作業に適するタイミングで、薬液が空になった使い捨て薬液ボト
ルを薬液の詰まったボトルと交換することができる内視鏡リプロセッサを提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの送液に関する主要部の
構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの送液処理の流れを説明
するフローチャートである。
【図３】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの外観構成の例を説明す
る斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサの送液に関す
る主要部の構成を説明するブロック図である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの送液に関する主要部の
構成を示す模式図である。
【図６】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの送液に関する主要部の
構成を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
【００１２】
　（第１の実施形態）
　（構成）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の送液に関する主要
部の構成を示すブロック図である。
【００１３】
　図１に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、複数、ここではｎ個の、使い捨て薬液ボ
トル１１（以下、単に「薬液ボトル」という）と、ｎ本の管路２１と、流路切替弁３１と
、液体ポンプ４１と、流量センサ５１と、処理槽６１と、制御部７１とを有して構成され
る。図１においては、内視鏡リプロセッサ１の主要部以外の構成については、省略をして
いる。
【００１４】
　内視鏡リプロセッサ１は、同じ薬液を充填したｎ個の薬液ボトル１１を搭載可能である
。内視鏡リプロセッサ１は、ｎ個の複数の薬液ボトル１１に充填された薬液を使用可能で
ある。
【００１５】
　ｎは、２以上の正の整数であり、所定期間内に、内視鏡リプロセッサ１の全ての薬液ボ
トル１１が空になることがない薬液ボトル１１の数に設定される。例えば、ユーザによる
薬液ボトル１１の交換作業が１日１回と想定されるとき、所定期間は１日である。この場
合、ｎは、複数の薬液ボトルに貯留された薬液の量が合計で、内視鏡リプロセッサ１が１
日に使用する薬液よりも多くなるような、薬液ボトルの本数に設定される。
【００１６】
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　薬液ボトル１１は、プラスチック等の合成樹脂を材質として構成することができる。薬
液ボトル１１は、使い捨てのボトルである。薬液ボトル１１は、薬液を充填できるように
構成される。薬液ボトル１１は、薬液を充填できる形状であれば、例えば、円筒形状、角
筒形状又はボトル形状等、どのような形状でも構わない。
【００１７】
　薬液ボトル１１には、洗浄液、アルコール又は消毒液等の薬液が充填される。薬液は、
処理槽で水等により希釈して使用される濃縮液であってもよい。薬液ボトル１１は、薬液
が充填された状態で、内視鏡リプロセッサ１にセットされる。薬液ボトル１１は、使用に
より充填された薬液が空になると、内視鏡リプロセッサ１から取り外され、薬液が充填さ
れた他の新しい薬液ボトル１１に交換される。
【００１８】
　内視鏡リプロセッサ１は、同じ薬液を充填した複数個の複数の薬液ボトル１１を処理槽
６１に接続する複数本の管路２１を有して構成される。具体的には、ｎ本の管路２１の各
々は、一端がｎ個の薬液ボトル１１のそれぞれに接続され、他端が流路切替弁３１に接続
される。流路切替弁３１は、送液管路８１により、液体ポンプ４１、流量センサ５１及び
処理槽６１に接続される。
【００１９】
　本実施例において、切替部である流路切替弁３１は、例えば、流体の流路を切替可能で
ある電磁弁等により構成される。流路切替弁３１は、制御部７１に電気的に接続され、制
御部７１から制御信号を受信可能である。流路切替弁３１は、制御部７１から制御信号を
受信し、ｎ本の管路２１のうち、１本以上（ｎ－１）本以下の管路２１を処理槽６１と連
通状態にして残りの管路２１を不通状態にすることが可能である。結果、処理槽６１と一
部の薬液ボトルが不通となる。
【００２０】
　例えば、３個の薬液ボトル１１が、３本の管路２１により、流路切替弁３１に接続され
る場合、１個目と２個目の薬液ボトル１１が、薬液の使用により空になったとき、３個目
の薬液ボトル１１に接続される管路２１を処理槽６１と連通状態にし、１個目と２個目の
薬液ボトル１１に接続される管路２１を処理槽６１と不通状態にする。その後、１個目と
２個目の空の薬液ボトル１１は、ユーザの交換作業により、薬液が充填された新しい薬液
ボトル１１に交換される。その後、３個目の薬液ボトル１１が空になったとき、１個目の
薬液ボトル１１に接続される管路２１を処理槽６１と連通状態にし、３個目の薬液ボトル
１１が接続された管路２１を処理槽６１と不通状態にする。これにより、内視鏡リプロセ
ッサ１は、薬液が無くならないように、薬液を保持し続けることができるように構成され
る。
【００２１】
　ただし、本発明において切替部は薬液ボトルと処理槽との連通、不通状態を切り替える
ものであればよく、上述の構造に限定されない。例えば、管路２１と薬液ボトル１～ｎと
の接続分部に設けられた開閉弁であってもよい
　なお、処理槽６１と連通状態にある管路２１は、複数本あっても構わない。例えば、４
個の薬液ボトル１１を有して構成され、１個目と２個目の薬液ボトル１１が処理槽６１と
連通状態であり、３個目と４個目の薬液ボトル１１が処理槽６１と不通状態であり、薬液
の使用により１個目と２個目の薬液ボトル１１が空になったとき、３個目と４個目の薬液
ボトル１１を処理槽６１と連通状態にし、１個目と２個目の薬液ボトルを処理槽６１と不
通状態にしても構わない。
【００２２】
　液体ポンプ４１は、制御部７１に電気的に接続され、制御部７１から制御信号を受信可
能である。液体ポンプ４１は、送液管路８１の薬液を吸引し、処理槽６１に送液可能であ
る。
【００２３】
　検知部である流量センサ５１は、薬液ボトル１１の薬液残量を検知可能である。流量セ
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ンサ５１は、制御部７１と電気的に接続される。
【００２４】
　流量センサ５１は、薬液の流量が所定流量以下であることを検知することにより、薬液
ボトル１１の薬液残量が所定量以下であることを検知可能である。所定流量は、薬液ボト
ル１１の薬液残量が所定量以下である場合の流量に設定される。薬液残量の所定量は、０
又は薬液ボトル１１の交換を要する程度の少量の薬液残量に設定される。
【００２５】
　処理槽６１は、内視鏡を配置できるように構成される。処理槽６１は、送液管路８１を
介して送液される洗浄液、水、アルコール、消毒液、または滅菌剤等の薬液を貯留可能で
ある。処理槽６１は、貯留された薬液により、配置された内視鏡の洗浄消毒等の処理が可
能である。
【００２６】
　制御部７１は、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）７２と、ＲＯＭ７３と、ＲＡＭ
７４とを有して構成される。ＣＰＵ７２は、送液に関する各種プログラムを実行可能であ
る。ＲＯＭ７３は、送液に関する各種プログラムを格納する。制御部７１の処理は、ＣＰ
Ｕ７２が、ＲＯＭ７３に格納された薬液処理に関する各種プログラムを実行することによ
り実現される。
【００２７】
　制御部７１は、検知部である流量センサ５１と切替部である流路切替弁３１とに電気的
に接続され、流路切替弁３１に制御信号を送信可能である。
【００２８】
　制御部７１は、ｎ個の薬液ボトル１１のうち、薬液が空になった薬液ボトル１１と処理
槽６１が不通状態となるように、流路切替弁３１を制御可能である。制御部７１は、薬液
が残存している薬液ボトル１１のうち、少なくとも１本が処理槽６１と連通状態となるよ
うに、流路切替弁３１を制御可能である。
【００２９】
　（作用）
　図２は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の送液処理の流れを
説明するフローチャートである。
【００３０】
　続いて、内視鏡リプロセッサ１の作用について説明をする。
【００３１】
　ユーザが図示しない操作ボタンにより操作の開始を指示すると、ＣＰＵ７２はＲＯＭ７
３から送液に関する各種プログラムを読み込み、各種プログラムの処理を開始する。
【００３２】
　制御部７１は、流路切替弁３１に対し、制御信号を送信し、初期状態として、ｎ個の薬
液ボトル１１の管路２１のうち、１番目の薬液ボトル１１の管路２１を処理槽６１と連通
状態にさせ、他の薬液ボトル１１の管路２１を処理槽６１と不通状態にさせる。
【００３３】
　制御部７１は、ｃｎｔ変数に「０」をセットする（Ｓ１）。ｃｎｔ変数は、流路切替弁
３１の切替回数をカウントする変数である。
【００３４】
　制御部７１は、液体ポンプ４１を駆動させる（Ｓ２）。Ｓ２では、制御部７１は、液体
ポンプ４１に対し、液体ポンプ４１を駆動させるための制御信号を送信する。液体ポンプ
４１は制御信号を受信すると駆動を開始する。
【００３５】
　制御部７１は、流量センサから取得される情報に基づいて送液されているか否かを判定
する（Ｓ３）。Ｓ３では、流量センサ５１から取得される情報により、薬液の流量が所定
流量より大きいとき（Ｓ３：ＹＥＳ）、処理はＳ４に進む。一方、薬液の流量が所定流量
以下であるとき（Ｓ３：ＮＯ）、処理はＳ６に進む。すなわち、薬液ボトル１１の薬液が
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残存しているときには送液を続けるためＳ４に進み、一方、薬液ボトル１１の薬液が空で
あるときにはＳ６に進む。
【００３６】
　制御部７１は、総送液量が所定送液量を超えているか否かを判定する（Ｓ４）。制御部
７１は、流量センサ５１から取得される情報に基づいて、総送液量が所定送液量を超えて
いるか否かを判定し、総送液量が所定送液量を超えているとき（Ｓ４：ＹＥＳ）、処理は
Ｓ５に進む。一方、総送液量が所定送液量を超えていないとき（Ｓ４：ＮＯ）、処理はＳ
３に戻る。すなわち、所定送液量を超えるまで、薬液ボトル１１から処理槽６１に、薬液
が送液される。
【００３７】
　所定送液量は、１回の送液処理に要する薬液の量として設定される。
【００３８】
　制御部７１は、液体ポンプ４１を停止させる（Ｓ５）。所定送液量の送液がされたとき
、制御部７１は、液体ポンプ４１に対し、駆動を停止させるための制御信号を送信し、液
体ポンプ４１の駆動を停止させる。
【００３９】
　Ｓ１からＳ５の処理が終了すると、送液処理は、正常終了する。
【００４０】
　Ｓ６では、制御部７１は、ｃｎｔ変数の値を１だけ加算する（Ｓ６）。
【００４１】
　制御部７１は、ｃｎｔ変数の値が、薬液ボトル１１の個数であるｎ以上になっているか
否かを判定する（Ｓ７）。Ｓ７では、ｃｎｔ変数の値が、ｎ未満であるとき（Ｓ７：ＹＥ
Ｓ）、処理はＳ８に進む。一方、ｃｎｔ変数の値が、ｎ以上であるとき（Ｓ７：ＮＯ）、
処理はＳ９に進む。ここで、ｃｎｔ変数の値が、ｎ未満であるとき、薬液が残存する薬液
ボトル１１が残されていることを示し、一方、ｎ以上であるとき、全ての薬液ボトル１１
の薬液が空になったことを示す。
【００４２】
　Ｓ８では、流路切替弁３１を駆動させ、流路を切り替える（Ｓ８）。制御部７１は、流
路切替弁３１に対して制御信号を送信し、流路切替弁３１を駆動させ、薬液が空である薬
液ボトル１１を接続する管路２１を処理槽６１と不通状態にし、薬液が残存する薬液ボト
ル１１を接続する管路２１の１つを処理槽６１と連通状態にする。流路を切り替えた後、
処理はＳ２に戻る。
【００４３】
　Ｓ９では、液切れのエラー処理をする（Ｓ９）。ここでは、全ての薬液ボトル１１の薬
液が空であるため、エラー処理をし、送液処理を異常終了させる。
【００４４】
　Ｓ１からＳ９の処理が、送液処理を構成する。
【００４５】
　ユーザは、例えば、病院の始業開始直後等の交換作業に適した任意の時間において、こ
れから始まる１日の内視鏡リプロセッサ１の使用に備え、薬液ボトルトレー１２１を引き
出し、ｎ個の薬液ボトル１１のうち、薬液が空である薬液ボトル１１を、薬液が充填され
た新しい薬液ボトル１１に交換する。
【００４６】
　（外観構成例）
　図３は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の外観構成の例を説
明する斜視図である。
【００４７】
　図３に例示すように、内視鏡リプロセッサ１は、薬液ボトル収納部１１１と、処理槽６
１とを有して構成される。
【００４８】
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　薬液ボトル収納部１１１は、ｎ個の薬液ボトル１１を収納可能である。薬液ボトル収納
部１１１は、引出可能である薬液ボトルトレー１２１を有して構成される。ユーザは、薬
液ボトル１１の交換作業の際、薬液ボトルトレー１２１を引き出し、薬液ボトルトレー１
２１の上に薬液ボトル１１をセットし、薬液ボトルトレー１２１を押し込み、薬液ボトル
１１を薬液ボトル収納部１１１に収納する。
【００４９】
　処理槽６１には、薬液の吐出口１３１が設けられており、吐出口１３１から薬液が吐出
されることにより、処理槽６１に薬液が送液される。
【００５０】
　上述の第１の実施形態の構成によれば、内視鏡リプロセッサ１は、ｎ個全ての薬液ボト
ル１１が空になる前であって交換作業に適するタイミングに、ｎ個の薬液ボトルのうち、
薬液が空になった薬液ボトル１１を薬液の詰まったボトルと交換することができる。
【００５１】
　（第１の実施形態の変形例１）
　次に、第１の実施形態の変形例１を説明する。第１の実施形態においては、ｎ個の複数
の薬液ボトル１１を有して構成されるが、変形例１においては、２個の薬液ボトル１１ａ
、１２ａを有して構成される。なお、変形例１の説明において、第１の実施形態と同じ構
成については、説明を省略する。
【００５２】
　図４は、本発明の第１の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサ１ａの送液
に関する主要部の構成を説明するブロック図である。
【００５３】
　内視鏡リプロセッサ１ａは、薬液を充填した薬液ボトル１１ａを処理槽６１に接続する
管路２１ａと、薬液ボトル１１ａに充填された薬液と同じ薬液を充填した薬液ボトル１２
ａを処理槽６１に接続する管路２２ａとを有して構成される。
【００５４】
　切替部である流路切替弁３１ａは、例えば、流体の流路を切替可能である電磁弁等によ
り構成される。流路切替弁３１ａは、管路２１ａと処理槽６１とが連通し、管路２２ａと
処理槽６１とが不通となる第１状態、及び管路２２ａと処理槽６１とが連通し、管路２１
ａと処理槽６１とが不通となる第２状態とを切替可能である。
【００５５】
　検知部である流量センサ５１は、処理槽６１と液体ポンプ４１との間に配置され、薬液
ボトル１１ａと１２ａの薬液残量を検知する。
【００５６】
　なお、検知部である流量センサ５１は、薬液ボトル１１ａの薬液残量を検知する第１検
知部と、薬液ボトル１２ａの薬液残量を検知する第２検知部とに分けて構成してもよい。
例えば、薬液ボトル１１ａの薬液残量を検知する第１検知部である流量センサが管路２１
ａに配置され、また、薬液ボトル１２ａの薬液残量を検知する第２検知部である流量セン
サが管路２２ａに配置された構成としてもよい。変形例１では、第１検知部と第２検知部
とは一体であり、検知部である流量センサ５１を構成する。
【００５７】
　制御部７１は、検知部である流量センサ５１と切替部である流路切替弁３１とに電気的
に接続される。制御部７１は、薬液ボトル１１ａの薬液残量が所定量以下であることを第
１検知部が検知したとき、切替部である流路切替弁３１に制御信号を送信し、流路切替弁
３１を第２状態にする。また、制御部７１は、薬液ボトル１２ａの薬液残量が所定量以下
であることを第２検知部が検知したとき、切替部である流路切替弁３１に制御信号を送信
し、流路切替弁３１を第１状態にする。
【００５８】
　変形例１の作用は、第１の実施形態の作用において、ｎを２に置き換えたものと同じで
あり、説明は省略する。
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【００５９】
　上述の第１の実施形態の変形例１によれば、内視鏡リプロセッサ１ａは、２個の薬液ボ
トル１１ａ、１２ａが空になる前であって交換作業に適するタイミングで、２個の薬液ボ
トル１１ａ、１２ａのうち、薬液を使い切った薬液ボトル１１ａ、１２ａを薬液の詰まっ
たボトルと交換することができる。
【００６０】
　（第２の実施形態）
　図５は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１ｂの送液に関する主
要部の構成を示す模式図である。
【００６１】
　なお、図５においては、液体ポンプ４１と、処理槽６１とは、省略している。また、第
２の実施形態の説明においては、第１の実施形態及び第１の実施形態の変形例１と同じ構
成については、説明を省略する。
【００６２】
　図５に示すように、内視鏡リプロセッサ１ｂは、第１通電部５１ｂおよび、第２通電部
５２ｂと、互いに同じ薬液Ｌを充填する第１薬液ボトル１１ｂ、第２薬液ボトル１２ｂと
、２本の管路２１ｂ、２２ｂと、流路切替弁３１ｂと、制御部７１ｂとを有して構成され
る。なお、図５では、例として、第１薬液ボトル１１ｂは薬液Ｌが空の状態を表し、第２
薬液ボトル１２ｂは薬液Ｌが半分以上満たされた状態を表している。
【００６３】
　第１検知部である第１通電部５１ｂは、電流を流すことが可能である第１接触式端子５
１ｂ１および、第２接触式端子５１ｂ２を有して構成される。
【００６４】
　第１薬液ボトル１１ｂは、下部に、第１薬液ボトル１１ｂの内部及び外部に露出するよ
うに配置された第１導電部１１ｂ１および、第２導電部１１ｂ２を有して構成される。
【００６５】
　第１薬液ボトル１１ｂが薬液ボトル収納部１１１にセットされると、第１薬液ボトル１
１ｂの第１導電部１１ｂ１は、第１通電部５１ｂの第１接触式端子５１ｂ１と接続され、
第１薬液ボトル１１ｂの導電部１１ｂ２は、第１通電部５１ｂの第２接触式端子５１ｂ２
に接続される。第１通電部５１ｂは、第１薬液ボトル１１ｂの第１導電部１１ｂ１と導電
部１１ｂ２が、薬液Ｌを介して通電するか否かにより、第１薬液ボトル１１ｂに薬液Ｌが
残存するか否かを検知可能である。
【００６６】
　第２薬液ボトル１２ｂは、第３導電部１２ｂ１、第４導電部１２ｂ２を有して構成され
る。第２検知部である第２通電部５２ｂは、第３接触式端子５２ｂ１および、第４接触式
端子５２ｂ２を有して構成される。第２通電部５２ｂは、第３導電部１２ｂ１と第４導電
部１２ｂ２が薬液Ｌを介して通電するか否かにより、第２薬液ボトル１２ｂに薬液Ｌが残
存するか否かを検知可能である。
【００６７】
　図５の例では、第１通電部５１ｂは、通電せず、第１薬液ボトル１１ｂの薬液Ｌが空で
あることを検知する。一方、第２通電部５２ｂは、薬液Ｌを介して通電し、第２薬液ボト
ル１２ｂの薬液Ｌが残存することを検知する。
【００６８】
　内視鏡リプロセッサ１ｂは、切替部である流路切替弁３１ｂを介し、第１薬液ボトル１
１ｂを処理槽６１に接続する管路２１ｂと、第２薬液ボトル１２ｂを処理槽６１に接続す
る管路２２ｂとを有して構成される。管路２１ｂは、先端が第１薬液ボトル１１ｂ内に配
置され、第１薬液ボトル１１ｂ内の薬液Ｌを吸引可能である。管路２２ｂは、先端が第２
薬液ボトル１２ｂ内に配置され、第２薬液ボトル１２ｂ内の薬液Ｌを吸引可能である。
【００６９】
　流路切替弁３１ｂは、送液管路８１ｂを介し、図示しない処理槽６１に接続される。流
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路切替弁３１ｂは、管路２１ｂと処理槽６１とが連通し、管路２２ｂと処理槽６１とが不
通となる第１状態、及び管路２１ｂと処理槽６１とが連通し、管路２２ｂと処理槽６１と
が不通となる第２状態とを切替可能である。
【００７０】
　制御部７１ｂは、第１検知部である第１通電部５１ｂと、第２検知部である第２通電部
５２ｂと、切替部である流路切替弁３１ｂとに電気的に接続される。制御部７１ｂは、薬
液ボトル１１ａの薬液残量がないことを第１通電部５１ｂが検知したとき、流路切替弁３
１ｂに制御信号を送信し、流路切替弁３１ｂを第２状態にする。また、制御部７１ｂは、
薬液ボトル１２ａの薬液残量がないことを第２通電部５２ｂが検知した場合、流路切替弁
３１ｂに制御信号を送信し、流路切替弁３１ｂを第１状態にする。
【００７１】
　制御部７１ｂは、図示しない液体ポンプ４１を駆動させ、処理槽６１に対し、薬液Ｌを
送液可能である。
【００７２】
　上述の第２の実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１ｂは、第１薬液ボトル１１ｂ、
第２薬液ボトル１２ｂに薬液Ｌが残存しているか否かを、第１薬液ボトル１１ｂ、第２薬
液ボトル１２ｂから直接検知可能であり、交換作業に適するタイミングで、第１薬液ボト
ル１１ｂ、第２薬液ボトル１２ｂのうち、薬液Ｌを使い切った薬液ボトルを薬液の詰まっ
たボトルと交換することができる。
【００７３】
　（第３の実施形態）
　図６は、本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１ｃの送液に関する主
要部の構成を示す模式図である。
【００７４】
　なお、図６においては、液体ポンプ４１と、処理槽６１とは、省略している。また、第
３の実施形態の説明においては、第１の実施形態、第１の実施形態の変形例１及び第２の
実施形態と同じ構成については、説明を省略する。
【００７５】
　図６に示すように、内視鏡リプロセッサ１ｃは、第１通電部５１ｃおよび、第２通電部
５２ｃと、互いに同じ薬液Ｌを充填する２個の第１薬液ボトル１１ｃ、第２薬液ボトル１
２ｃと、２本の管路２１ｃ、２２ｃと、流路切替弁３１ｃと、２つの電磁弁９１、９２と
、制御部７１ｃとを有して構成される。なお、図６では、例として、第１薬液ボトル１１
ｃは薬液Ｌが空の状態を表し、第２薬液ボトル１２ｃは薬液Ｌが半分まで満たされた状態
を表している。
【００７６】
　第１検知部である第１通電部５１ｃは、電流を流すことが可能である第１接触式端子５
１ｃ１および、第２接触式端子５１ｃ２を有して構成される。
【００７７】
　第１薬液ボトル１１ｃは、下部に、第１薬液ボトル１１ｃの内部及び外部に露出するよ
うに配置された第１導電部１１ｃ１を有して構成される。
【００７８】
　内視鏡リプロセッサ１ｃは、切替部である流路切替弁３１ｃを介し、薬液第１ボトル１
１ｃを処理槽６１に接続する管路２１ｃを有して構成される。管路２１ｃは、管路２１ｃ
の内部及び外部に露出するように配置された第２導電部１１ｃ２を有して構成される。
【００７９】
　第１薬液ボトル１１ｃが薬液ボトル収納部１１１にセットされると、第１薬液ボトル１
１ｃの第１導電部１１ｃ１は、第１通電部５１ｃの第１接触式端子５１ｃ１と接続される
。管路２１ｃの第２導電部１１ｃ２は、第１通電部５１ｃの第２接触式端子５１ｃ２に接
続される。第１通電部５１ｃは、薬液ボトル収納部１１１にセットされた第１薬液ボトル
１１ｃの第１導電部１１ｃ１と、管路２１ｃの第２導電部１１ｃ２とが、薬液Ｌを介して
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通電するか否かにより、第１薬液ボトル１１ｃに薬液Ｌが残存するか否かを検知可能であ
る。
【００８０】
　第２薬液ボトル１２ｃは、第３導電部１２ｃ１を有して構成される。管路２２ｃは、第
４導電部１２ｃ２を有して構成される。第２検知部である第２通電部５２ｃは、第３接触
式端子５２ｃ１、および第４接触式端子５２ｃ２を有して構成される。第２通電部５２ｃ
は、第３導電部１２ｃ１と第４導電部１２ｃ２とが薬液Ｌを介して通電するか否かにより
、第２薬液ボトル１２ｃに薬液Ｌが残存するか否かを検知可能である。
【００８１】
　尚、図６では第４導電部１２ｃ２を管路に設けているが、薬液ボトル１２ｃに配置する
こともできる。この場合、第４接触式端子５２ｃ２は第４導電部１２ｃ２と相対する位置
に配置される。
【００８２】
　図６の例では、第１通電部５１ｃが通電しないため、第１通電部５１ｃは第１薬液ボト
ル１１ｃの薬液Ｌが空であることを検知する。一方、第２通電部５２ｃが薬液Ｌを介して
通電するため、第２通電部５２ｃは第２薬液ボトル１２ｃの薬液Ｌが残存することを検知
する。
【００８３】
　流路切替弁３１ｃは、送液管路８１ｃを介し、図示しない処理槽６１に接続される。流
路切替弁３１ｃは、管路２１ｃと処理槽６１とが連通し、管路２２ｃと処理槽６１とが不
通となる第１状態、及び管路２２ｃと処理槽６１とが連通し、管路２１ｃと処理槽６１と
が不通となる第２状態とを切替可能である。
【００８４】
　電磁弁９１、９２は、制御部７１ｃと接続され、制御部７１ｃからの制御信号により、
開閉可能である。電磁弁９１は、第１薬液ボトル１１ｃの接続部１３に接続できるように
構成される。電磁弁９２は、第２薬液ボトル１２ｃの接続部１４に接続できるように構成
される。
【００８５】
　制御部７１ｃは、第１検知部である第１通電部５１ｃと、第２検知部である第２通電部
５２ｃと、切替部である流路切替弁３１ｃとに電気的に接続される。制御部７１ｃは、第
１薬液ボトル１１ｃの薬液残量が所定量以下であることを第１通電部５１ｃが検知した場
合、流路切替弁３１ｃに制御信号を送信し、流路切替弁３１ｃを第２状態にする。また、
制御部７１ｃは、第２薬液ボトル１２ｃの薬液残量が所定量以下であることを第２通電部
５２ｃが検知した場合、流路切替弁３１ｃに制御信号を送信し、流路切替弁３１ｃを第１
状態にする。
【００８６】
　制御部７１ｃは、電磁弁９１と電磁弁９２に電気的に接続される。制御部７１ｃは、第
１薬液ボトル１１ｃの接続部１３が電磁弁９１に接続されたとき、電磁弁９１に制御信号
を送信し、電磁弁９１を開状態とし、また、第２薬液ボトル１２ｃが電磁弁９２に接続さ
れたとき、電磁弁９２を開状態とする。制御部７１ｃは、第１薬液ボトル１１ｃが取り外
されたとき、電磁弁９１を閉状態にし、第２薬液ボトル１２ｃが取り外されたとき、電磁
弁９２を閉状態にする。
【００８７】
　制御部は、図示しない液体ポンプ４１を駆動させ、処理槽６１に対し、薬液Ｌを送液可
能である。
【００８８】
　上述の第３の実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１ｃは、第１薬液ボトル１１ｃ又
は第２薬液ボトル１２ｃに薬液Ｌが残存しているか否かを第１薬液ボトル１１ｃ、第２薬
液ボトル１２ｃから直接検知可能であり、交換作業に適するタイミングで、第１薬液ボト
ル１１ｃ、第２薬液ボトル１２ｃのうち、薬液Ｌを使い切った薬液ボトルを薬液の詰まっ
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たボトルと交換することができる。
【００８９】
　なお、内視鏡リプロセッサ１、１ａ、１ｂ、１ｃは、汚染された内視鏡、又は、内視鏡
付属品の再生処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは、特に限定されるものでは
なく、水によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効かする消毒、
全ての微生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これらの組み合わせのいずれで
あってもよい。
【００９０】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００９１】
１　　 内視鏡リプロセッサ
１ａ　 内視鏡リプロセッサ
１ｂ　 内視鏡リプロセッサ
１ｃ　 内視鏡リプロセッサ
１１　 薬液ボトル
１１ａ 薬液ボトル
１１ｂ 第１薬液ボトル
１１ｂ１　　　第１導電部
１１ｂ２　　　第２導電部
１１ｃ 第１薬液ボトル
１１ｃ１　　　第１導電部
１１ｃ２　　　第２導電部
１２ａ 薬液ボトル
１２ｂ 第２薬液ボトル
１２ｂ１　　　第３導電部
１２ｂ２　　　第４導電部
１２ｃ 第２薬液ボトル
１２ｃ１　　　第３導電部
１２ｃ２　　　第４導電部
１３　 接続部
１４　 接続部
２１　 管路
２１ａ 管路
２１ｂ 管路
２１ｃ 管路
２２ａ 管路
２２ｂ 管路
２２ｃ 管路
３１　 流路切替弁
３１ａ 流路切替弁
３１ｂ 流路切替弁
３１ｃ 流路切替弁
４１　 液体ポンプ
５１　 流量センサ
５１ｂ 第１通電部
５１ｂ１　　　第１接触式端子
５１ｂ２　　　第２接触式端子
５１ｃ 第１通電部
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５１ｃ１　　　第１接触式端子
５１ｃ２　　　第２接触式端子
５２ｂ 第２通電部
５２ｂ１　　　第３接触式端子
５２ｂ２　　　第４接触式端子
５２ｃ 第２通電部
５２ｃ１　　　第３接触式端子
５２ｃ２　　　第４接触式端子
６１　 処理槽
７１　 制御部
７１ｂ 制御部
７１ｃ 制御部
８１　 送液管路
８１ｂ 送液管路
８１ｃ 送液管路
９１　 電磁弁
９２　 電磁弁
１１１ 薬液ボトル収納部
１２１ 薬液ボトルトレー
１３１ 吐出口

【図１】 【図２】
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